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金融市場NOW
物流 ＡＩ活用で完全無人化へ
2030年までに「完全無人輸送・配送サービス」を実現か

（審査確認番号H28-TB349）

 人工知能（ＡＩ）の産業化に向けた政府の工程表が明らかとなった。
 人手不足に悩む宅急便などの物流分野で「2030年をめどに完全に無人化する」との目標を明記。
 政府や民間は、ＡＩの実証試験と実現化に向けた規制緩和を検討中。

人工知能（ＡＩ）の産業化に向けた政府の工程表が3月2日に明らかとなりました。ＡＩを使い、もの
づくりや物流、医療・介護の現場を大幅に効率化する構想を3段階に分けて示しました（図表1）。
ネット通販の拡大で人手不足に悩む宅急便などの物流分野では、トラックの自動運転やドローン（小
型無人機）を活用し「2030年をめどに完全に無人化する」との目標を明記しました。
近年、ネット通販が年々拡大傾向にある一方、物流分野における労働力不足は深刻となっています。
就業者の4割近くが50歳以上となっており、その割合は年々増加しています（図表2）。今後は、それ
らの労働者が大幅に退職することが予想されるとともに、人口減少・少子高齢化により労働力の確保
が厳しい状況が続くことが見込まれます。また、道路貨物運送業の賃金は、全産業平均よりも低く
（図表3）、新たな労働力を確保しづらい環境にあるようです。
今回明らかとなった工程表の柱の１つが、物流や交通などをＡＩで刷新するということです。2030
年までに「完全無人輸送・配送サービス」を実現させると掲げました。鉄道やトラックなどを無人化
させ、物流施設を含めてそれぞれをつなぎ、最適なタイミングで配送する仕組みを作ります。
政府や民間は、ＡＩの実証試験と、実現化に向けた規制緩和を検討しています。また今国会において
国家戦略特区法改正案を提出する方針です。特区では、自動運転やドローンの実験を迅速にできるよ
う、規制を一時的に停止できるようにしていくようです。
図表1： 工程表では3段階でＡＩの産業化を見込む
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出所：図表1は各種報道等、図表2、図表3は国土交通省の資料を基にニッセイアセットマネジメントが作成

図表2：道路貨物運送業者のおよそ4割が50歳以上
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図表3：道路貨物運送業の賃金は全産業平均よりも低い

第１段階（2020年ごろまで）

第2段階（2020年から25～30年ごろまで）

第3段階（それ以降）

 無人工場、無人農場の技術を確立
 ＡＩによる創薬支援を一般化
 生産設備の故障をＡＩが予知

 人やモノの輸送・配送を完全に無人化
 ロボットの多能工化、ロボット同士の協調
 個人別の創薬が実現
 家や家電をＡＩが制御

 介護ロボットが家族の一員に
 移動の自動化・無人化が行き渡り「人的要因に
よる死亡事故ゼロ」

 潜在意識をＡＩが分析、「本当に欲しいもの」
を可視化


